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令和３年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

 

 

 

 

 

 
 
 
https://www.maeda-e.sapporo-c.ed.jp/ 
 
【運動機会の充実を図る上での本校の課題】 
 

■昨年度から外遊びの奨励、ジャンピングボードの設置など様々な工夫によりグラウンドに出て遊ぶ子 

 どもは増加してきたが、よく遊ぶ子とそうでない子との二極化が進んでいる。 

■「チャレンジしよう」という意欲の向上は見られるが、シャトルランの結果からみても、全体的な体力の 

 向上につながっているとは言いがたい。 
 

 

【課題を踏まえた取組】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜取組事例 1＞ 

「運動・遊びが楽しい、もっとしたくなる環境づくり」 

 
札幌市立前田小学校 

【バスケットゴール】の常設によってグラウンドでの運動の種類、運動機会を増やす 

 

□本校では中休み・昼休みの体育館割当を１学年ずつとし、それ以外の学年はグラウンド遊びを推奨して 

いる。 

□グラウンドで行えるボール運動の機会、種類を増やすため、バックネットにバスケットゴールを設置した。 

①ゴールの高さを変える。（設置は用務員さんに）  

②整列用のラインを引く。（密を避けるため） 
③やわらかいボールを使用する。（低学年でも） 
④使用学年（低・中・高）割当を決める。 

 

 

＜Before＞   これまでのグラウンド遊びは、 鉄棒、雲梯、登り棒、滑り台などの遊具遊び 

サッカーやドッジボール、ドッジビー 

短縄跳びや長縄跳び、ダブルダッチ  など 

            いつも、決まった学年や学級、集団での活動となっていたが・・・。 

 

＜After＞    今までグラウンドに出てこなかった児童も行列をつくって 

シュート練習するようになった。また、これまで「バスケッ 

トボール型の運動」を経験したことのない低学年の児童 

も楽しみながらゴールに向かってボールを投げる姿が見ら 

れた。  

  

＜取組から＞   ただシュートするだけでなく、自分たちでルールをつくっ 

て楽しむ姿が見られた。また、ボールかごの準備や片付け 

も、自主的に行っていた。 
設置当初は毎時間行列ができるほどだったが、徐々に 

固定化していく傾向が見られた。          

           

＜今後＞    休み時間以外の活用の仕方も考えていく。 

→体育の学習、クラブ活動、委員会活動（体力向上のイベント）、学級の係活動など。 

          

＜バスケットゴール＞（トーエイライト社製） 
・１台27,500 円×2 台 

＜ドッジボール＞（ミカサ社製） 
・1 球 1,500 円×14球 
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「運動機会の充実」「体力向上」を図る本校の取組 
 

□環境整備は意欲付けや運動する機会を増やすために欠かせない要素であるが、それを生かすために、
学校全体としての取組（校務組織の各部での取組の推進や連携、授業や行事、学級活動や委員会活動
などでの活用など）を全教職員で共通理解し推進していくことが大切である。 

《各部、児童主体の取組》  

①シャトルランフェスタ（６月と１２月の２回）を行い、カードに記録する。 
②体育館割当日以外は、外遊びを推奨。週1 回は学級全員遊びをする。 
③期や節ごとの生活目標に、遊びの目標を位置付ける。 

④委員会の活動として「健やかフェスタ」を開催し、新体力テストの種目を体験、測定する。 

   また、「体力向上週間」と題して全校児童で体操やダンス、全校集会で全校鬼ごっこなどをする。 

※コロナ禍において、中止となっている活動もあります。 
《場の設定や遊び用具の作成、準備》 

①ラインテープによる球技場の常設  ②ジャンピングボード（短縄跳び練習用）の作成  

③各学年、学級にドッジビーや長縄、ダブルダッチ用のジャンピングロープ配付 

《専門家から学ぶ機会》  

①走り方教室  ②フットサルチームによる出前授業 

【ファストラン－R】を使ったタイムトライアルで、運動への意欲付けと運動量の増加を目指す 
 

□本校では、５年生が新体力テスト８種目を行う時期に、全学年３種目の体力テストを行っている。それに加 

え、年２回のシャトルラン（今年度は１回のみ）を全学年で行っている。 
□運動への意欲付けと運動量の増加を図るため、タイム測定コースをつくり、体育や休み時間にタイム測定

を行った。 
①50 メートルのコース作り 

②測定装置の設置（一人で測定が可能） 
 

 

 

 

 

 

 

 

＜取組から＞    設置時期が遅くなったため児童全員に経験させることができなかったが、「自分のタイ 

ムが遅くなっている。」「もっといっぱい運動しよう。」という感想が聞かれた。 

 

＜今後＞      コースの常設や児童が自分で測定する機会を設定するなど、いつでも、子どもがやって 

みたいと思える環境や場の設定をする。また、体育の授業（50 メートル走やハードル走） 
で積極的な活用を行う。 

さらに、体育館での短距離タイムトライアルなどを実施するなどして、「走る」機会を増や 

すことも考えていく。 

課題の改善状況 
 

〇児童アンケート   「体育の時間や休み時間に体をいっぱい動かしていますか？」  

⇒７月は 88.6％、１２月でも 84.5％が「はい」と答え、どちらも前年度よりUP。 

〇５年全国体力調査 「運動・スポーツが好き・やや好き」 ⇒男子 100％ 女子 92.6％  

            「体育の授業が楽しい・やや楽しい」 ⇒男子100％ 女子96.3％ と全国平均以上。 

☆運動の種類、機会を増やすこととなど、令和元年度から取り組んでいる「体運動やスポーツを楽しむ
子ども」を増やすための取組や体育の授業改善を意識してきた成果が少しずつ現れてきているものと
考えられる。 

＜ファストラン－R＞（ワイワイファクトリー社製） 
・１セット121,000 円 
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https://www.geijutsunomori-e.sapporo-c.ed.jp/ 
 
【運動機会の充実を図る上での本校の課題】 
■本校は旧常盤小学校と旧石山東小学校が統合となり、令和３年４月に開校したばかりの新設校である。す

べてのことを一から創り上げていく段階であり、運動を楽しむための環境づくりや仕組みづくり、教具な
どに関しても、まだ十分に整備されていない部分がある。 

■開校当初、内科的・外科的な理由双方で、保健室の来室が多い傾向があった。 

■「1 日一度は外に出よう」という声掛けを行っているところであるが、積極的に休み時間に遊びに行く子と
そうでない子の間には差があり、運動の二極化傾向がみられる。 

 

【課題を踏まえた取組】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜取組事例２＞ 

「多様な動きを！多様な運動で！ 

体を動かすことが楽しくなってくる環境づくり」 
札幌市立芸術の森小学校 

【購入したもの】 
ギボン クラシックラインX13  

１５メートル ツリーウェアセット  

１２,１００円 
ギボン スラックラック クラシック  

７７,０００円 
https://www.gibbon.co.jp/ 

１．「スラックライン」で、どこでもチャレンジ！ 
 

 室内での使用を想定して、自立式のスラックラインを購入した。体育で体つくり運動を行うときはもちろ
ん、休み時間にどこでも使用できる点、冬場の運動遊びが確保できる点も有効だった（写真は職員室前）。普
段あまり外に出ない子たちも関心をもって参加しており、休み時間に子どもたちが列になって、スラックライ
ンを設置する先生が来るのを待っていたほどだった。 

 冬場雪上で行うことを想定して、木に取り付けるタイプも購入したが、大雪のため断念した。 

２．「ボッチャ」で、パラスポーツを楽しむ！ 
 

多様なスポーツに触れ親しんでいくことを目的に、ボッチャセットを購入した。昨年の東京パラリンピック
で競技を見た子もいたが、やったことのある子はほとんどいなかった。主に学習では、バドミントンのコート
を利用することで、簡単にゲームを行うことができた。また、人との接触が少なく、感染対策が取りやすいス
ポーツであることも、現在の状況においては有効であった。授業を終えて「来年はボッチャクラブを作りた
い！」と言っている子もおり、得意不得意に関わらず、仲間と運動に夢中になれる教材である。 

 
【購入したもの】 
ケンコー レクレーションボッチャ  

２７,５００円×３セット 

ケンコー ボッチャレフェリーキット  

７,７００円×３セット 

https://www.nagase-kenko.shop/ 
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【課題の改善状況】 

 

 

 

 

３．「マットモット週間」で、授業とリンク！ 
 

グラウンドが使えない時期に運動機会を設けるために、「マット跳び箱週間（通称：マットモット週間）」を行
った。今年度は１２月６日～１７日の２週間実施した。 

期間中は体育館にマットと跳び箱などで構成した場を常設し、授業時間はそれらの場を利用して学習を進
めた。 

休み時間は、これらの場を自由に使って遊んでよいこととした。自分の目標に向かって何度も技を試す子
やサーキット形式で様々な場を回る子がいるなど、それぞれの興味関心に応じて運動を楽しむ姿が見えた。 

期間中は、体育の授業だけでなく休み時間にもマットや跳び箱を使った運動に浸ることができるので、技
能の向上も図ることができた。 

事前に教員向けの
研修会も行った。それ
ぞれの場の安全な使
い方や、技能を伸ばす
ためのコツなど、マッ
トモット週間をより効
果的な取組とするた
めに有効であった。 

 今年度、「体を動かすことが楽しくなってくる」環境づくりを行った。１２月に行った学校評価アンケートの結果か
らは以下のような結果が分かった。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 肯定的な回答が、児童・保護者ともに８０％程度という結果となった。昨年度のデータがないため経年比較がで
きないが、次年度に向けての目安とすることができる。今後も二極化の解消につながる環境づくりを行っていく。 

 

 

 

 

 

 上の表は保健室の来室状況を月別に表したものである。全体的な来室状況は月によって違いはあるが、徐々に
減少しているように思われる。内科的な来室が減ってきているのも、４月の統合からの落ち着きがだんだんと出
てきていることが伺える。今後は家庭と連携した健康づくり、運動環境づくりに引き続き努めていきたい。 

【児童】 
「グラウンドや体育館で、進んで体を動かしていますか」の問いに、約８０％の
児童が肯定的な回答をしている。（右上円グラフ） 
【保護者】 
「お子さんは、学校以外でも進んで体を動かしていますか。の問いに約７８％
の方が肯定的な回答をしている。（右下円グラフ） 
【教職員アンケートから】 

・マットモット週間がよかった。休み時間に、できる技を増やそうとした
り、苦手な子も遊び感覚で頑張って取り組もうとしたり、とてもよい育
ちが見られた。 

・マットモット週間は、子どもたちが楽しみながら技能を高めることに繋
がっていたと感じます。先生方への研修もとてもためになりました。 
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令和３年度 学校における運動機会の充実を図る環境整備推進事業 

 

 

 

 

 

 
 
 
https://www.kitanodai-e.sapporo-c.ed.jp/  
 
【運動機会の充実を図る上での本校の課題】 
■運動機会の低減と二極化 

 ・休み時間の様子や放課後の過ごし方を見ると、進んで体を動かしている児童と体育の時間程度しか体を 

  動かしていない児童の二極化が見られる。グラウンドで遊ぶ児童は、全体の４割程度である。 

■成長曲線から見えた「進行性肥満」の増加  

・年度初めに行われた児童の成長曲線の結果から、本校児童の中で「進行性肥満」が増えている実態が見 

 られた。（児童全体の４％弱、中学年に限ると７％弱となる） 
 

【課題を踏まえた取組】 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜取組事例３＞ 

「体力向上！まずは走る力」 

 
札幌市立北野台小学校 

☆グラウンドに５０ｍ走のコースを常設し、すぐ走れる☆ 
 

・50ｍ走のコースをラインマーカーにより常設した。（本校では６㎜×200ｍ 

を購入し、専用釘でグラウンド地面に打ち付けた） 

・グラウンドに遊びに来た子どもたちが、いつでも簡単に友達同士で競争し 

たり、学級内でリレー遊びをしたりできるように、2 コースを作った。 

また、体育の時間で短距離走のタイムを計測する際にも、教師が石灰で線を 

引かなくてもすぐに活動することができる。 

・学級の全員遊びで活用することにより、グラウンドに出て遊び、体を 

動かす児童の割合を増やすことにつながるようにした。 
 

                     【設置に際して気を付けた点として】 

                     〇ラインマーカーが児童の足に引っ掛かり、転倒事故と 

ならないように、専用釘を追加で 200 本購入し、打 

ち付け箇所（約２ｍ間隔）を増やすことで、安全面の 

強化を図った。 

                     〇冬期間には、グラウンド表面の凍結により、釘が浮き 

出ることが考えられたので、しっかりと奥まで釘を打 

ち込んだ。融雪後には、点検してからの使用を考えて 

いる。 

【今後に向けて】 

〇子どもたちへの周知が不足していたために、活用の広がりに欠けた。次年度は児童委員会とも連携し 

 啓発を行うと共に、児童による体力向上委員会での企画にも活かす予定である。 

◎ラインマーカーを 2 個購入し、もう１個残っているので、こちらを活用して、グラウンドにドッジボ 

ールコートを常設していく。子どもたちがグラウンドに来て、すぐに使えるような環境整備を行う。 

◎さらに、残ったマーカーを活用して、グラウンドにサッカーコート（外枠のみ）を常設していく。子 

どもたちが使いやすく遊びやすくなると共に、体育の授業時にラインの準備が不要となり、活動時間 

の増加が見込める。 

☆今後も、子どもたちにとって使いやすく、自然と体を動かしたくなるような環境整備や仕掛けを推進 

していく。 

エバニューロープマーカー 

\9500×2＋専用釘(\1500) 
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☆「活動量アップ！」ドッジビー・スピードラダーの活用☆ 
・今年度は、子どもたちの運動機会の充実を図るためにド 

ッジボールを使いやすく親しみやすい「ライトドッジボ 

ール」に置き換えた。さらに、子どもたちの活動量をア 

ップさせるために『ドッジビー』を 30 枚購入した。こ 

れにより、全学年において二人一組でキャッチビーがで 

きるようにした。柔らかい素材のため、恐怖心無く活動 

できた。 

・スピードラダーは体育の準備運動として有効活用できた。 

◎今年度は普段の体育に時間に限らず、遠足的行事の際に屋外で多くの人数での遊びや、5 年生宿泊学
習の朝の活動に導入した。今後も運動機会の確保につながるように啓発をしていく。 

 ☆５ｍグランプリ開催（冬期間でも走る力を！）☆  
 

・今年度新たに玉川商店から発売されている自動タイム計測 

機を購入した。（ＣＡSIO ストップウォッチが一式） 

・スタート時にストップウォッチをスタートすると、児童が 

ゴールラインを通過する際に赤外線センターにより感知さ 

れ、ストップウィッチが自動停止し、正確なタイムを計る 

ことができる。 

 

〇この機器を活用し、グラウンドが使えない時期でも走るこ 

とを意識させるために、体育館内で『５ｍグランプリ』を 

行った。「５ｍを何秒で走ることができるか！」と子ど 

もたちに投げかけて開始した。 

【５ｍグランプリの成果として】 

・体育館で簡単に参加できることから、数多くの児童 

が挑戦していた。運動が苦手な児童にとっても５ｍ 

という短い距離設定により、気軽に参加し、運動機会 

の増加につながった。 

・グラウンドが使えない時期でも、場づくりが整えばタ 

イム計測が簡単にできることが分かった。 
 

【５ｍグランプリの今後の課題として】 

・距離設定を５ｍだけでなく、もう少し伸ばしたコースを検討していきたい。距離が短い分だけ、計測 

タイムに大きな差が出ず、走力に自信がある子にとっては意欲がそれほど高まっていなかった。 

・児童委員会と連携して子どもたちへ啓発することで、より一層盛り上がる取組としたい。 

＊＊ 課題の改善状況として ＊＊ 
◇今年度は子どもたちの体力向上を図る上で、まずは『走る力』からの取組を考えた。本来であれば、

上記の取組の他に「５０ｍ走のタイムを春と秋で比較し伸びを実感しよう」という取組を考えていた
が、コロナ禍の中で行事の移動などがあり、実現できなかったのが残念である。 

◇今年は、学級活動部からの声掛けがあり「教師がついて一緒に外に出る」機会が増えた。このことに 

より、グラウンドで遊ぶ児童の割合は昨年度よりも増えてきている。本校はグラウンドが 2 つあると 

いう恵まれた環境を活かして、今後も継続させていきたい。 

◇もう一つの成長曲線からの状況は、次年度春先の結果を見ていきたい。割合が減っていたとしても、
子どもたちの体力向上に向けた取組は次年度も継続させていく。 

 

□5 年生児童アンケート（令和 4 年２月に実施）により 

 ・自分の体力に自信がありますか→（ある３７％ ない３３％ どちらともいえない３０％） 

 ・走る力に自信はありますか→→→（ある３９％ ない３６％ どちらともいえない２５％） 

《走る力について》・野球でもっと盗塁をしたい。   ・短距離走で 1 位になりたい。 ・速く走りたい。 

 ・社会生活で走る場面が多いから。 ・全てのスポーツで必要だから。  

・足が速いと役に立つと思うから。 ・いろいろなスポーツで活躍できるから。 

次年度も『走る力』継続 

動画説明 URL 

https://youtu.be//CnlE5G6boao 
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